
1

20102010年年33月期月期
第２四半期決算説明資料第２四半期決算説明資料

2009年11月

小野建株式会社

2

CONTENTS

Ⅰ. 2010年3月期 第２四半期決算の概況

Ⅱ. 連結損益計算書、品種別販売状況

Ⅲ. 四半期業績の推移比較、 2010年3月期下期展望

Ⅳ. 連結貸借対照表

将来の見通しに関する注意事項

資料に記載されている内容につきましては、種々の前提に基づいたものであり、将来の計画数値、
施策などに関する記載については、不確定な要素を含んだものであることをご理解ください。
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10/3期2Q総括①前期および計画との差異

10/3通期

計画
計画差異09/9実績09/9計画08/9実績

4,619

7,356

7,235

10,965

90,106

871

1,465

1,441

5,081

64,988

1,501
△286

（△32.8%）
585当期純利益

2,668
△345

（△23.5%）
1,120経常利益

2,527
△427

（△29,6%）
1,014営業利益

9,376
△804

（△15.8%）
4,277売上総利益

121,561
△7,618

（△11.7%）
57,370売上高

（百万円）

• 鉄鋼商品市況の弱含みと需要低迷の影響により計画比減収減益

※09/9計画は5/15当初計画、10/3通期計画は10/30業績修正時のもの
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10/3期2Q総括②営業利益/前年同期比変化要因
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08/9実績 鉄鋼価格要因 棚卸評価損 鉄鋼数量要因 建材他要因 販管費要因 09/9実績

1,014

（百万円）

7,235
前年同期から比
較すると鉄鋼商
品市況は全品種
でピーク時の2/3

△1,480

△257△4,943

△8

仕入単価低減と
08/12期以降の
在庫評価損計上
で在庫は一巡

需要低迷の影響
を受け販売数量
も伸び悩む

466

売上債権の減少
による貸倒引当
金の減少等によ
る



5

連結損益計算書

（百万円）

1,481

1,726

3,449

275

270

3,454

139

559

3,033

7,305

10,339

157,411

167,751

09/3実績

1,501

1,108

2,614

72

18

2,668

107

248

2,527

6,849

9,376

112,185

121,561

10/3計画

585

467

1,056

66

3

1,120

47

152

1,014

3,263

4,277

53,092

57,370

09/9実績

871

547

1,458

7

－

1,465

68

92

1,441

3,603

5,081

59,907

64,988

09/9計画

4,619

2,622

7,481

151

276

7,356

78

199

7,235

3,729

10,965

79,141

90,106

08/9実績

当期純利益

法人税･住民税及び事業税

税引前当期純利益

特別損失

特別利益

経常利益

営業外費用

営業外収益

営業利益

販売費及び一般管理費

売上総利益

売上原価

売上高

※09/9計画は5/15当初計画、10/3通期計画は10/30業績修正時のもの
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品種別販売状況（小野建単体）

8,342

1,106

156,318

482

745

1,188

24,274

596

11,758

1,781

278

27,641

4,659

400

48,415

△365

427

43,482

09/3実績

3,788

522

53,306

227

385

436

8,678

260

4,996

525

141

9,367

1,238

181

16,061

1,099

198

13,817

09/9実績 10/3計画09/9計画08/9実績

合計

不動産

賃貸等事業

工事請負事業

鉄鋼・建材

商品販売事業

652295231売上総利益

13,2145,4824,312建設機材商品

9,059

609

83,830

213

379

487

11,131

1,316

145

15,175

4,295

223

27,336

2,515

241

25,495

8,0564,286売上総利益

1,061594（販売数量）

111,51559,913売上高

454209売上総利益

779360その他事業収入

950606売上総利益

19,73211,422建設機材工事

1,181788売上総利益

306160（販売数量）

19,4539,978丸鋼類

2,6551,446売上総利益

363218（販売数量）

31,52517,804条鋼類

2,161939売上総利益

391214（販売数量）

26,81114,865鋼板類

（百万円・千トン）

※09/9計画は5/15当初計画、10/3通期計画は10/30業績修正時のもの
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09/3期と10/3期四半期業績の推移比較（小野建単体）

3,272

2,564

△ 1,130

△ 2,479
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※10/3期3Q以降は予想

（1,786） （2,422）

（189）

（34）

※（ ）内は棚卸評価損の金額

（千トン）（百万円）
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2010年3月期下期の展望

• 需要
– 現状は新規公共工事の発注が激減しており、今後も大きく減少見込み

– 民間需要は中規模小売店舗の設備投資が多少あるものの、住宅投資も
低迷が続いており、全体的には需要停滞が続く

• 在庫
– 需要見通しにあわせて在庫調整局面が継続

• 市況
– スクラップ価格はボックス圏で推移する見込み、製品市況も需要の低迷か

ら弱含み横ばいで推移

【中期戦略としての設備投資の進捗】
– 川崎市に自社岸壁を備えたストックヤードの建設（2010年5月）

– 沖縄県糸満市のヤードを需要増加を見込み拡充（2010年2月）

– 西日本ｽﾁｰﾙｾﾝﾀｰにて西日本最大級の加工設備を設置（2010年3月）
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連結貸借対照表（解説）

• 売上債権・買掛債務
– 売上高の減少によるもの

• たな卸資産
– 市況低迷と需要の先行きが不透明な環境の下、在庫数量を減少

（09/3期：173千トン→09/9期：154千トン）させ在庫回転率の向上に注力

• 短期借入金
– たな卸資産の圧縮による借入金の減少

• 社債
– 2011年満期アルパインCBは全額（残存額面2,440百万円）を繰上償還

• 長期借入金
– 三協則武鋼業分、今後は徐々に小野建からの内部貸付に移行し、グルー

プ内の資金効率化を目指す。
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連結貸借対照表

（百万円）

26,22828,92544,380支払手形及び買掛金

4,45011,4005,700短期借入金

3002,4475,018社債

5881,5781,764長期借入金

110,662

45,985

3,358

45,390

64,677

7,984

1,240

56,693

110,662

2,495

22,174

24,742

22,296

58,339

1,930

85,919

08/9実績

43,19642,725純資産合計

42,96842,590株主資本

3,7803,780資本金

80,51191,703資産合計

116216一年以内返済予定長期借入

2,3825,269固定負債

91,703

48,977

43,708

1,749

25,921

28,155

11,909

47,879

1,398

63,547

09/3実績

80,511負債・純資産合計

37,314負債合計

34,932流動負債

1,747投資その他の資産

27,370有形固定資産

29,723固定資産

10,027たな卸資産

35,743受取手形及び売掛金

1,492現金及び預金

50,787流動資産

09/9実績

※各詳細項目は主要項目のみを記載しております


